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要旨 
本稿の第一の目的は、2012 年度に共愛学園前橋国際大学の学生が主体で制作した「ぐん
ま方言かるた」読み句の制作過程を具体的に示すことにより、大学のみならず小学校・中
学校・高等学校においても企画される学生・児童生徒主体の方言かるた制作の際の一助と
なることである。第二の目的は、地方の方言かるたの現状を報告することである。 
 本稿の構成は、１はじめに、２「ぐんま方言かるた」読み句の制作過程、３「ぐんま方
言かるた」読み句の特徴、４地方と方言かるたの関係、５おわりに、である。 
 「ぐんま方言かるた」読み句の制作過程は、1 立案計画、2 読み句の募集、3 ゼミ内での
読み句考案、4 集計、5 読み句の選定・考案、6 共通語訳・一覧作成、7 読み上げＣＤの作
成（録音）からなる。それぞれの過程を、他の方言かるた制作の参考となるよう、できる
限り詳細に述べた。 
 「ぐんま方言かるた」読み句の特徴では、方言アクセント、新方言、学校方言に関して
の 3 つの視点から「ぐんま方言かるた」読み句の特徴を紹介した。それぞれ具体的な読み
句を用いて、制作者側の意図を明確に示した。方言アクセントという特徴では、方言（日
本語、言語）は語彙的なバラエティーだけではなくアクセントをはじめとする様々な要因
により成立していることを理解してほしいという願いがあった。新方言という特徴では、
ことばは時間とともに変化し、群馬県内でも時代や世代によってさまざまな方言が存在す
ることを示そうとした。学校方言という特徴では、身近なことばの中にも方言が存在して
いることに子どもたちに気づいてほしいと考えた。 
 地方と方言かるたの関係では、全国の方言かるたの現状を報告し、方言かるたの数と地
方との関係について触れた。両者の関係には様々な要因が存在し、今後の調査・研究に期
待する旨を述べた。 
最後に、方言かるたという教材、あるいはその制作を通して、子どもたちや若い世代が
方言に触れ、ことばの多様性を知るきっかけとなってほしいという思いがあることをまと
めとした。 
 共愛学園前橋国際大学論集 No.13 74 
１ はじめに 
方言かるたは全国各地に存在するが、その制作を大学生主体で行う例は珍しい。本稿の
第一の目的は、2012 年度に共愛学園前橋国際大学の学生が主体で制作した「ぐんま方言か
るた」の読み句の制作過程を具体的に示すことにより、大学のみならず小学校・中学校・
高等学校においても企画される学生・児童生徒主体の方言かるた制作の際の一助となるこ
とである。第二の目的は、方言かるたの現状を報告することである。 
 本稿では、まず「ぐんま方言かるた」の実際の制作過程に沿ってその詳細を示す。次に、
「ぐんま方言かるた」の読み句の特徴を述べる。最後に、「ぐんま方言かるた」を制作する
うえで、基礎的な調査として行った日本各地の方言かるたの状況について触れる。 
 
 
２ 「ぐんま方言かるた」読み句の制作過程 
２.１ 立案計画 
「ぐんま方言かるた」の制作立案は、筆者個人の構想から始まる。まず、多くの CD 付
き方言かるたを製作する株式会社ディスカバリーファームに、メールで製作過程の概要並
びに料金等について問い合わせを行った。 
次に、これにより得られた情報を持って、読み札の制作、絵札の制作、かるたの宣伝・
販売のそれぞれを分担し共同でかるたの制作を行うことを、本多正直氏、兼本雅章氏に提
案し、快諾を得た。 
絵札の制作を担当する本多ゼミの指導者である本多正直氏（教授）は、彫刻制作（石彫
および彫塑）を専門とする美術家である。主に美術を専門に学ぶ教育系の学生を中心に指
導を行っている。かるたの宣伝・販売を担当する兼本ゼミの指導者である兼本雅章氏（教
授）は、電子商取引・公共経済学を専門とし、仮想企業プログラムを使った地域との連携
に関する研究を行っている。読み札の制作を担当する佐藤ゼミの指導者は筆者である。若
者の方言や群馬方言を研究し、主に国語を中心に教育系の学生を指導している。3 名ともに
共愛学園前橋国際大学国際社会学部に所属することから、同大学の共同研究費を申請する
こととし、申請書の作成を主に筆者が担当した。 
 
２.２ 読み句の募集 
「ぐんま方言かるた」を制作するにあたり、学内で読み句案を公募した。読み句のアイ
ディア募集を学生に周知するために、ポスターを制作した。【図 1】がそのポスターの内容
と実際のポスターの写真である。 
なお、本稿では、読み札に載せる言語表現を「読み句」とし、「読み札」と「読み句」と
を区別する。しかし、一般向けには「読み句」という表現は使用せず、すべて「読み札」
で表現している。また、募集時には「ぐんま方言かるた」は「ぐんま方言カルタ」という
表記を使用している。 
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【図 1】読み句案の公募ポスター 
 
アイディア募集 
「ぐんま方言カルタ」読み札＠4 号館 
佐藤（髙）ゼミでは本多ゼミ、兼本ゼミと
合同で、「ぐんま方言カルタ」を制作してい
ます。ついては、皆さんから方言かるたの読
み札のアイディアを募集します。 
 子ども向けのおもしろい楽しい方言かる
たの読み札を考えて募集箱にお寄せくださ
い。 
  締切 2012 年 5 月 11 日（金） 
 採用された読み札案を考えてくださった
方は「ぐんま方言カルタ」完成時の解説にお
名前を載せさせていただきます。 
佐藤（髙）ゼミ 
 
 【図 2】は応募用紙である。はじめに、方言かるたの読み句のアイディアを募集する趣旨
と締め切り日を示し、次に、具体例を提示した。また、読み句が採用された方の特典とし
て、「ぐんま方言かるた」完成時に氏名を掲載することを約束した。 
 
２.３ ゼミ内での読み句考案 
読み句募集から応募締め切りまでの期間（４月２０日～５月１１日）、佐藤ゼミでは、応
募される方言には偏りがあると予想し、ゼミ内で五十音それぞれに対応する方言を検討し
ておくことにした。もちろん、ゼミ内で検討した方言よりも応募作品のほうがよりふさわ
しい場合には、そちらを優先する。 
ゼミ内での五十音の方言の検討には、筆者や群馬県出身の学生達のアイディアに加え、
文献を用いた。このような検討の際には方言辞典が最も適していると考えられるが、群馬
県には方言辞典が存在しない。そのため、群馬県方言を五十音順に載せている文献である
古瀬（1997）、遠藤（2007）を中心に、群馬県方言に関する書籍にあたった。群馬県方言に
関する書籍については佐藤（2009）を参照されたい。文献のほかに、高崎市在住の小林健
一氏制作の「上州弁手ぬぐい」や「上州弁番付」も参考にした。このような方言グッズに
は一般に親しみのある方言が取り上げられていることが多いので参考にするとよいだろう。 
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【図 2】応募用紙 
2012年 4月 
「ぐんま方言カルタ」 読み札アイディア 募集 
 
 佐藤（髙）ゼミでは、本多ゼミ・兼本ゼミと合同で、「ぐんま方言カルタ」を制作しています。つい
ては、皆さんから方言カルタの読み札のアイディアを募集します。子ども向けのおもしろい、楽しい方
言カルタの読み札を考えて投票箱にお寄せください。（締切 2012年 5月 11日（金）） 
 採用された読み札を考えてくださった方は、「ぐんま方言カルタ」完成時の解説にお名前を載せさせて
いただきます。 
  
お名前 
 
 
連絡先 
（学籍番号） 
 
連絡先 
（携帯番号） 
 
連絡先 
（メールアドレス） 
 
 
 
 
例 
50音 方言 方言が入った文 
い いちご（苺） いちご？ いちご？ ぐんまはいちご！ 
な なっから なっから あの子は とびっくらが はえーやいねー 
へ べえべえことば べえべえことば なべやつるべも べえべえことば？ 
み みずくれとうばん みずくれとうばん こんしゅうはおめーだがね 
 
番号 50音 方言 方言が入った文 
1    
2    
3    
4    
5    
6    
7    
8    
9    
10    
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２.４ 集計 
 応募のあった読み句案はすべてエクセルに入力した。エクセルの 1 行に、「読み句案」、「読
み句に使用している方言」、「方言の五十音」、「応募者情報（氏名、学籍番号、電話番号、
メールアドレス）」を入力した。誤入力を防ぐため、全ての事項を入力後、必ず応募用紙と
入力データを対照した。読み句の応募総数は、136 句であった。 
すべてのデータの入力終了後、エクセルのソート機能を使い「方言の五十音」を基準に
並べ替えを行った。【表 1】は、五十音別の読み句の応募数の一覧である。 
 
【表 1】五十音別読み句の応募数一覧 
 
あ
行 
か
行 
さ
行 
た
行 
な
行 
は
行 
ま
行 
や
行 
ら
行 
わ
行 
ア 8 7 4 1 6 4 6 2 1 0 
イ 4 5 1 9 1 1 1  0 そ
の
他 
1 
ウ 2 4 0 1 1 4 0 2 0 
エ 1 2 9 2 0 1 4  0 
オ 17 3 2 7 0 4 7 1 0 
計 32 21 16 20 8 14 18 5 1 1 
 
【表 1】から分かるように、五十音により相当の偏りがある。応募の傾向として、前半の
五十音の行の方が後半の行よりも多いようである。この傾向を踏まえると、制作側では、
五十音の後半の行を中心に読み句を考案しておくとよいだろう。 
 
２.５ 読み句の選定・考案 
 読み句を選定・考案するに当たり、次の 3 点の視点を定めた。 
 
・群馬県方言が句頭に読み込まれていること 
・小学校国語教育の教材として利用できる内容であること（幼児、児童、生徒にとっ
てふさわしい内容であること） 
  ・幅広い年齢層が楽しめる内容であること 
   
第一の視点の一つのポイントである「群馬県方言を読み込む」ということは、当然の大
原則である。もう一つのポイントの「句頭に読み込む」という点は、かるたの方向性を決
定づけるので慎重に検討する必要がある。一般的に方言かるたは、方言を句頭に置くタイ
プと句中に読み込むタイプとに分けられる。句頭に置く場合、どれが方言であるか一目瞭
然で、分かりやすい。しかし、方言を句頭に置くことにより、読み句の内容や構成が制限
されるという欠点が生じる。方言を句中に読み込むタイプの場合、内容や構成が比較的自
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由で多種多様な内容の読み句を作ることができるが、どの表現が方言にあたるのかが分か
りにくい。「ぐんま方言かるた」では、方言をより分かりやすく示すことを優先し、方言を
句頭に置くタイプを採用した。 
第二の視点「小学校国語教育の教材として利用できる内容であること（幼児、児童、生
徒にとってふさわしい内容であること）」については、「ぐんま方言かるた」が教育的使用
を第一の目的とすることから、幼児、児童、生徒にとってふさわしい内容であるか否かを
最優先するということである。また、児童、生徒の学校生活に関係の深い内容は積極的に
採用を検討した。 
第三の視点「幅広い年齢層が楽しめる内容であること」は、子どもを介して家庭内でか
るた遊びが行われることが想定されるため、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層で方言
かるたを楽しんでもらえる内容であることに配慮するということである。 
なお、読み句は方言を句頭に置くことを原則にしていたが、応募された句において方言
が句頭にない場合でも修正が可能であれば採用した。 
 
２.６ 共通語訳・一覧作成 
読み句の決定後、読み句の共通語訳と一覧表を制作した。 
共通語訳の原案作りは、まず、前橋市出身の学生が自分の感覚で行った。2012 年現在の
ぐんま方言に関する学生の感覚を大切にしたかったからである。この学生は、「自分の感覚
だけでは不安であったり不明であったりする読み句については、自分なりに調べたり、知
人、友人に聞いたりした。人によって方言の使い方やニュアンスが違うため、読み句の意
味に沿って、その場面が忠実に伝わるような共通語化を心掛けた」と述べている。 
共通語訳の原案が完成した後、ゼミ内でその原案を検討した。ゼミには、群馬県を教育
行政 5 地域注１に分けた場合の 4 地域からの出身者注 2がおり、それぞれの学生が各地域方言
の代表話者と考えれば群馬県方言をおおよそカバーできた。そこで、それぞれの地域で使
われている方言のニュアンスと合致しているかなどを検討した。地域よってニュアンスが
異なったり意味が異なったりする場合、「2012年現在の群馬方言の一部を切り取ったもの」
を採用しようと考え、実際にそのニュアンスで、あるいはその意味で使う者がいるという
事実を最優先した。事実を記載することで「ぐんま方言かるた」を通して 2012年の群馬方
言を後世に残したいと考えたからである。例えば、「おやげねぇから おこんじょすんの 
やめりー」という読み句に使っている「おやげない」について、高崎をはじめとする西毛
や吾妻など群馬県の多くの地域では「かわいそう」という意味で使われるが、「ぐんま方言
かるた」では「みっともない」を採用した。それは、沼田市出身の学生の「自分の祖母が
「みっともない」という意味で「確かに使用する」という発言を重視したからである。こ
れにより、「ぐんま方言かるた」の使用者に群馬県内にはそのような意味で使う地域もある
のかと知らせ、群県県方言が持つバラエティーの豊かさも感じさせることもできると考え
た。 
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 共通語訳の確定の後、読み句と共通語訳との一覧を作成した。一覧の作成に当たっては、
読み句と現代語訳との対応が一目でわかるように、句読点の位置や句切れの箇所に不整合
のないよう細心の注意を払った。また、漢字の使用では、小学校学習指導要領の学年別漢
字配当表にあるものとし、すべての漢字の初出にはふり仮名をふった。アクセントについ
ては、高低の区別の際の「高」に傍点をつけた。 
 読み句と共通語訳の一覧は、「ぐんま方言かるた」に付属させている。本稿では、紙面の
都合上省略する。 
 
２.７ 読み上げＣＤの作成（録音） 
「ぐんま方言かるた」は一人でも遊べるように、読み上げ CD を付属させることとした。
ＣＤプレイヤーのランダム再生（同機能を有するプレイヤーが必要である）をさせること
で、読み手がいなくてもかるたを楽しむことができる。 
読み上げＣＤの作成にあたり、読み手を「FM ぐんま」注 3 のアナウンサーに依頼した。
同局は、「ぐんま方言かるた」制作の趣旨を理解し、同局所属のアナウンサーの中から群馬
県出身者を 3 名紹介くださった。アナウンサーは、旧宮城村出身の大崎修氏、中之条町出
身の羽鳥武夫氏、前橋市出身の坐間妙子氏の 3 名である。ＦＭぐんまとの交渉は、予ねて
から同局と親交のあった共同研究者の兼本雅章氏とそのゼミ生が当たった。 
録音には、読み札制作、絵札制作、宣伝・販売それぞれを分担するゼミの学生が立ち会
った。そのうち、読み句を考案・選出した佐藤ゼミの学生および筆者は、積極的にその録
音に関わった。読み句が発せられる場面の説明、アクセント、イントネーションのチェッ
ク、読み手の選定が、その主な関わりである。録音は、担当者（アナウンサー）により 4
～5 回読み上げが行われ、その再生を聴く中で最も読み句の内容を表現していると考えられ
るものを採用した。必要に応じて、実際に学生や筆者が読み句を読み、実際のイメージの
発音、アクセント、イントネーションを伝えることで、より自然な発音での読み上げとな
るよう依頼した。 
3 名のアナウンサーのうち誰がどの読み句を読むのかについては、アナウンサー側からの
原案に基づき、読み句を考案・選出した佐藤ゼミの学生および筆者がより読み句の内容に
適していると考えられる方にお願いをした。例えば、女性アナウンサーには、若い女性が
よく使用する表現の読み句や小学校の女性教員の指導のことばをイメージした読み句など
を担当していただいた。 
 
 
３ 「ぐんま方言かるた」読み句の特徴 
「ぐんま方言かるた」の読み句について、既存の方言かるたにはあまり見られない試み
をいくつか行った。ここでは、方言アクセント、新方言、学校方言に関しての３つの視点
から紹介する。 
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３.１ 方言アクセント 
 「ぐんま方言かるた」では、方言アクセントを取り入れる試みを行った。一般的な方言
かるたにおいては、取り上げられる方言がいわゆる方言的な単語（方言語彙）であること
がほとんどである。その理由は、世間一般に方言とは方言的な単語（方言語彙）のことで
あるととらえられているからであろう。しかし、言語学上では、方言は「世間で俗に「方
言」の意味で使われている「シンドイ」とか「メンコイ」とかいう特色ある方言的な単語
（東条操の言う「俚言」）のことではなく、その土地の言語体系全体」（飛田編 2007:548）
のことをさす。つまり、方言研究の世界では、方言を語彙的な側面からだけとらえるので
はなく、文法や音韻などの多角的な側面から見ようとするのである。アクセントやイント
ネーションといった音韻的な側面もその重要な研究対象の一つなのである。このことを踏
まえ、せっかく方言研究のゼミが方言かるたの制作に取り組むのであるから、方言の持つ
様々な側面を紹介する意味で、方言アクセントを方言かるたに取り入れようと試みたので
ある。また同時に、この方言かるたで学ぶであろう子どもたちが、この方言かるたをきっ
かけに、方言（あるいは日本語、言語）は語彙的なバラエティーだけではなくアクセント
をはじめとする様々な要因により成立していることを理解してほしいという願いがあった。
幸いなことに、読み上げＣＤ付のかるたとして販売を予定しており、その読み手を FM ぐ
んまのアナウンサーに依頼できることも、方言アクセントをかるたに取り入れるには好都
合であった。 
 「ぐんま方言かるた」で取り上げた方言アクセントは、「い
．
ちご？いちご
．．
？ ぐんまは い
．
ちご！」、「けんちょう
．．．．
どこだ ま
．
えばしだ」の２句である。苺の共通語アクセントは、「い
ちご
．．
」（平板）であるが、群馬県内では語頭の「い」が強く（高く）発音される「い
．
ちご」
となることが多い。県庁の共通語アクセントは、語頭の「け」が強く（高く）発音される
「け
．
んちょう」（頭高）というアクセントであるが、群馬県内では「けんちょう
．．．．
」と平板に
発音されることが多い。前橋の共通語アクセントは、語頭の「ま」が強く（高く）発音さ
れる「ま
．
えばし」（頭高）であるが、群馬県内では「まえばし
．．．
」と平板に発音されることが
多い。これらのアクセントは、時折県内でも話題になることはあるが、ほとんど気づかれ
ていない方言アクセントである。 
 
３.２ 新方言 
 方言の世代差を取り入れる試みを行った。お年寄りが使う方言だけでなく、若い世代が
使う方言も取り入れるという取り組みである。世間一般的な方言の理解については前述の
とおりであるが、方言に対するイメージも世間一般的なとらえ方と方言研究の世界では異
なりがある。世間一般的な方言に対するイメージは、山里のあるいは辺境地の数少ないお
年寄りが話す昔の土地のことばといったイメージであろう。しかし、方言研究の世界では、
前述のとおり方言をその土地の言語体系全体としてとらえ、共時的にも通時的にも見よう
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とする。地理の軸でとらえようとする共時的な見方と時間軸でとらえようとする通時的な
見方である。「ぐんま方言かるた」ではこの両視点を導入しようと考えた。地理の軸でとら
えようとする共時的な見方とは、群馬県内でも地域によってさまざまな方言が存在するこ
とを示そうとすることである。これについては２.６で述べた。ここでは、方言を時間の軸
でとらえようとする通時的な見方をかるたに取り入れることについて述べる。 
方言を時間の軸でとらえようとする通時的な見方をかるたに取り入れることとは、つま
り群馬県内でも時代や世代によってさまざまな方言が存在することを示そうとすることで
ある。ことばは時間とともに変化するものであることを「ぐんま方言かるた」を通して子
どもたちに伝えようとしたのである。方法としては、今は使われることがほとんどなくな
った群馬方言（以下、古方言という）を取り上げる一方で、若い世代の方言（以下、新方
言注４という）を取り上げることとした。前者は文献により、後者は観察により行った。 
 「ぐんま方言かるた」で取り上げた古方言の代表は、「にしは どこんちの 子だい？」
の「にし」である。「にし」は、「同等及び目下に対しては「ニシ」（複数は「ニシラ」）が
用いられている」（篠木 1987:131）注 5 から採った。利根・沼田や吾妻の高年齢層で現在で
も使用が認められる。新方言の代表は、「あーね そっけなく聞こえる ぐんまべん」の「あ
ーね」である。「あーね」は、前橋周辺を中心とする地域で、特に若い女性に使用が認めら
れる新方言である。「ああ、そうだね」という意味の積極的な相づちとして使われる。「あ
ーね」が新方言たるゆえんは、積極的な相づちという意味合いを持って、群馬県という地
域で、若い世代に使用される点である。不使用地域や不使用年齢層の人があまり気乗りし
ていない返事として使うものは、これには当たらない。 
このように方言使用の世代差を「ぐんま方言かるた」に取り入れることにより、方言を
話す世代（世間一般的に高年齢層）が一方的に若い世代（若年齢層）に方言を教えるとい
う構図ではなく、相互に方言を教えあう相互コミュニケーションが生まれると考えたので
ある。核家族化が進む現代にあって、かるたを楽しむ場所は家庭とは限られずそのメンバ
ーも必ずしも異世代であるとは言えないが、地域コミュニティーなどでの利用も考えられ
メンバーが異世代である可能性は決して低くはない。群馬県という共に生きる地域にあっ
て、「ぐんま方言かるた」を通した異世代間のコミュニケーション、相互交流に期待したい
のである。 
 
３.３ 学校方言 
学校方言を取り入れる試みを行った。２.５の第二の視点で述べたように、「ぐんま方言
かるた」は教育的使用を第一の目的としたことから、小学校国語教育の教材として利用で
きる、幼児、児童、生徒にとって身近な方言を取り入れるという取り組みである。 
学校方言とは、「限られた地域の主に学校社会で使われる表現」（佐藤 2012:18）である。
学校方言の特徴として、その地域の学校はもちろん地域社会の中では問題なく通用し、あ
たかも共通語のように改まった場面でも用いられるということがあげられる。学校が地域
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の中で規範的な象徴として存在するために、そこで用いられることばは改まったことばで、
世間一般に通用することばであると自然に意識されてしまうためであると考えられる。学
校方言を方言かるたに取り上げることにより、身近なことばの中にも方言が存在している
ことに子どもたちに気づいてほしいと考えた。 
「ぐんま方言かるた」で取り上げた学校方言は、「せんひきは 線を引くときに 使おう
ね」の「せんひき」と「水くれ当番 今日は ぼくだよ」の「水くれ当番」である。「せん
ひき」はプラスチック製の定規のことである。1992 年に行われた東京・新潟間の調査によ
れば、群馬県と東京都での使用率が高く新潟県が極端に低い。せんひきが関東周辺に限定
される学校方言であると考えられている。また、「水くれ当番」は篠崎（2008）においても
指摘される群馬県の代表的な「気づかない方言」である。「気づかない方言」とは地元の人
が方言と気づかないで公的場面でも使う非標準語形のことを指す。 
 
 
４ 地方と方言かるたの関係 
 「ぐんま方言かるた」を制作するにあたって、全国に方言かるたがどのくらい存在する
のかという基礎調査を行った。ここでは、その調査結果から読み取れる、地方と方言かる
たの関係について述べる。なお、詳細は別稿に託す予定である。調査はほとんどインター
ネット検索によって行い、そのうちのいくつかについては入手した。ただし、インターネ
ットによる検索のため、必ずしも調査結果が正確な値ではない可能性があることを申し添
える。 
 全国の方言かるたに関して、日高貢一郎氏の記述に次のようなものがある。「インターネ
ットで「方言かるた」というキーワードで検索すると、『おらほの言葉盛岡弁カルタ』（岩
手県）、『稲城方言カルタ』（東京都）、『浅羽の方言かるた』（静岡県）、『備後弁かるた』（岡
山県）、『出雲弁だんだんかるた』（島根県）、『熊本弁かるた』（熊本県）、『与論の方言かる
た』（鹿児島県）、等々、さらにたくさんの「方言かるた」がヒットし、全国各地で作られ
ていることがわかります」（三省堂ワールドワイズ・ウェブ「地域語の経済と社会―方言み
やげ・グッズとその周辺―」第 33 回「「方言かるた」あれこれ」2009.1.31 より）。この記
述のとおり、今回の調査で確認できた方言かるたは 89 であった。方言かるたの人気ぶりを
示す数といえよう。【表 2】は、地方別の方言かるたの数を示した表である。 
地方と方言かるたの数の関係をみると、北海道・東北、甲信越、四国に方言かるたが数
多く存在することがわかる。ちなみに方言かるたの数が最も多かった都道府県は、岩手県
で 12 である。次が山形県と長野県の 6 である。特に、東北地方に方言かるたが多く存在す
ることが際立って目立つ。東北地方が、方言色の強い方言を有する地方であるとともに、
かるたを行う季節である正月前後に雪深く室内遊びとしてかるたが盛んに楽しまれる地方
であることが、その要因として考えられよう。 
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【表 2】地方別方言かるたの数 
地方 都道府県数 かるたの数 平均 
（かるたの数／都道府県数） 
北海道・東北 1 道６県 31 4.4 
関東 1 都 6 県 3 0.4 
甲信越 3 県 9 3 
北陸 3 県 3 1 
東海・中部 4 県 7 1.8 
関西 2 府 4 県 4 0.7 
中国 5 県 10 2 
四国 4 県 9 2.3 
九州・沖縄 8 県 13 1.6 
 
一方、関東や関西は方言かるたの数が少ない。関東の場合、「関東地方の人は、自分の方
言を方言と意識しない傾向が他の地方に比べて強いようであり」（佐藤亮一 2007:579）とい
う指摘が示す通り、方言使用意識の低さが方言かるたの制作を抑制していると考えられる。
関西の場合、方言かるた以外の方言グッズが数多く存在することによる影響であろうか。 
地方と方言かるたの数の関係は、様々な要因が存在すると考えられる。例えば、制作に
対する補助金等の行政のかかわり、地元の方言への思い入れの強さ、方言活用意識の強さ、
かるたに対する地方の親密度、近隣都道府県との関係、研究者の数、絵札の制作との関連
等々、まさに枚挙にいとまがない。方言という一視点からだけでなく、地方経済や地方の
特性など様々な角度からの研究が期待されるところである。 
 
 
５ おわりに 
今後、各地で方言かるたが制作される際の一助となることを願い、2012 年度に共愛学園
前橋国際大学の学生が主体で制作した「ぐんま方言かるた」の制作過程を具体的に示した。
また、「ぐんま方言かるた」の特徴を示すことで、方言かるたと制作者側の意図の関係を述
べた。さらに、全国の方言かるたの現状を報告し、方言かるたの数と地方との関係にも触
れた。 
 方言は地域文化の象徴であり、若い世代にも脈々と地域文化が息づいている。かるたと
いう教材、あるいは制作を通して、子どもたちや若い世代が方言に触れ、ことばの多様性
を知るきっかけとなれば幸いである。 
日本語の共通語化という大きな流れの中にあって、「べーべーことば」に代表される群馬
方言も消えゆく傾向にあると言える。群馬の大切な文化の一つである方言を子どもたちへ、
若い世代へと伝えていきたい、そんな思いから「ぐんま方言かるた」を制作した。「上毛か
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るた」の盛んな群馬であるからこそ、かるたを楽しむことを通して、方言やふるさとを大
切にする心が子どもたちの中に芽生えることに期待したい。 
 
 本稿は、2011 年 4 月から 2013 年 3 月まで、筆者の課題演習に所属した学生の調査・研
究に基づいている。ここにその活動に敬意を表し、全員の氏名を掲載する。 
  （2011 年度課題演習）大澤愛莉、黒田淑葵、佐藤優子、清水香林、髙山奈央 
（2012 年度課題演習）井田菜摘、佐藤華菜、佐藤拓樹、鈴木陽菜、陳世寧、松本拓也 
 また、共同プロジェクトの本多正直氏、兼本雅章氏とそれぞれのゼミの学生の皆さんに
もその活動に敬意を表し、お礼を申し上げる。 
 
 
 
注 
注１ 教育行政 5 地域とは、利根・沼田、吾妻、西部、中部、東部である。利根・沼田は
沼田市と利根郡（みなかみ町、片品村、川場村、昭和村）からなり、1 市、1 町、3 村
である。吾妻は、吾妻郡（中之条町、草津町、長野原町、嬬恋町、東吾妻町、高山村）
からなり、5 町、1 村である。利根・沼田と吾妻は群馬県の北部を占め、両地域を合わ
せて北毛と呼ぶこともある。西部は群馬県の南西部に位置し、高崎市、安中市、藤岡
市、富岡市、多野郡（神流町、上野村）、甘楽郡（下仁田町、甘楽町、南牧村）からな
り、4 市、3 町、2 村である。西毛と呼ばれることもある。中部は、前橋市、渋川市、
伊勢崎市、北群馬郡（吉岡町、榛東村）、佐波郡（玉村町）からなり、3 市、2 町、1
村である。群馬県の中央部に位置し、前橋市が政治経済文化の中心地域である。中毛
と呼ばれることもある。東部は、群馬県東部に位置し、桐生市、太田市、館林市、み
どり市、邑楽郡（板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町）からなる。東毛と呼
ばれることもある。 
注 2 4 地域からの出身者の内訳は、沼田市（利根・沼田）、前橋市（中部）、高崎市・富岡
市（西部）、桐生市・みどり市（東部）である。ほかに、栃木県足利市（東部に隣接）、
山形県、秋田県、中国出身の学生がいる。 
注 3 株式会社エフエム群馬（エフエムぐんま）は、群馬県を放送対象地域とする FM ラジ
オ放送局である。1985 年 10 月 1 日開局。JFN 系列局。コールサインは JORU-FM。
FM 文字多重放送「見えるラジオ」(JORU-FCM)実施局。 
注 4 新方言とは、「若い世代に向けて使用者が多くなりつつある非標準語形で、使用者自
身も方言扱いしているもの」（井上 2008:45）である。 
注 5 篠木（1987）の載る『ぐんまの方言』（群馬県教育委員会）は、昭和 58 年度から 3
か年にわたり実施された「各地方方言収集緊急調査」を元にまとめられた群馬県方言
の概説書である。前橋市、甘楽郡下仁田町、吾妻郡六合村、利根郡片品村、邑楽郡大
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泉町の 5 か所で方言調査が行われ、自然談話等も収録されている。 
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